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◇研究目的 
  本分野は，病態の生化学的研究を行うとともに，和漢薬を含む種々の薬物の病態に及ぼす効
果を生化学的，免疫学的，あるいは遺伝学的に研究することを目的としている。 
 和漢薬を中心に，構造の明らかにされた成分あるいは化合物を用いて，種々の病態に有効な
薬物の探索とその作用機序を分子レベルで解明する。「証」といわれる病態変化／症候を遺伝子
工学的，免疫学的手法等を駆使してその遺伝的背景を解析し，薬物の効果発現との関連性から
その科学的基盤を解明する。現在，がん，免疫疾患などを中心にして検討を行っている。 
  
◇研究概要 
Ⅰ）がん免疫応答の役割解明と創薬への応用 
 1)  ナチュラルキラー（NK）細胞のバイオロジーとがん免疫応答における役割の研究 
 2)  炎症性免疫応答とがん進展に関する研究 
 3)  がん特異的免疫応答とがん進展に関する研究 
Ⅱ）がんの増殖・転移機構の解明とその制御 
 1)  がんの増殖・転移のバイオロジーに関する研究 
2)  がんモデルにおける in vivo リアルタイムイメーイングに関する研究 
3)  がん転移・悪性化進展制御に関する研究 
Ⅲ）和漢薬・漢方薬と免疫に関する研究 
 1)  和漢薬による免疫疾患（アレルギー・炎症）の制御に関する研究 
2)  和漢薬成分によるがん転移制御・免疫制御に関する研究 
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定  
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